
著
者
は
、
ド
イ
ツ
旅
行
中
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
医
史
学
研
究
所
の
ロ
ッ
ハ
ー
医
師
か
ら
文
献
を
教
示
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
で
モ
ア
ビ
ッ
ト
病

院
を
外
か
ら
一
見
し
た
。
帰
国
後
、
東
京
大
学
総
合
図
言
館
の
好
意
で
前
記
案
内
書
を
調
査
し
、
ま
た
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
か
ら
同
病
院
の
『
百

年
史
」
（
写
真
１
）
と
患
者
用
案
内
書
（
写
真
２
）
を
恵
与
さ
れ
た
。
同
院
第
一
外
科
医
長
ク
ラ
ー
ス
教
授
は
、
著
者
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
ベ
ル

リ
ン
市
内
の
図
書
館
を
探
索
し
、
貴
重
な
文
献
を
恵
与
さ
れ
、
重
要
な
事
実
を
教
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
と
関
係
者
の
好
意
と
に
よ
り

モ
ア
ピ
ッ
ト
病
院
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
報
告
す
る
。

著
者
は
先
に
、
衛
生
学
者
坪
井
次
郎
が
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
か
ら
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
に
よ
る
結
核
治
療
法
の
講
習
を
受
け
た
モ
ア
ピ
ッ
ト

（
１
）
（
２
）

病
院
は
、
鴎
外
森
林
太
郎
の
「
独
逸
日
記
」
に
あ
る
「
モ
ア
ビ
ッ
ト
な
る
市
病
院
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
年
）
、

鴎
外
は
ベ
ル
リ
ン
を
訪
れ
た
石
黒
忠
惠
を
視
察
に
案
内
し
た
が
、
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
病
院
に
つ
い
て
、
小
堀
桂

一
郎
氏
が
著
書
『
若
き
日
の
森
鴎
外
』
の
中
で
、
鵬
外
自
身
が
使
用
し
た
案
内
書
を
引
用
し
て
記
載
し
て
い
る
が
、
く
わ
し
い
説
明
は
省
略

（
３
）

さ
れ
て
い
る
。 鵬

外
の
「
独
逸
日
記
」
に
あ
る
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
と
そ
の
歴
史

和
癖
需
罐
群
嚥
幕
膵
泗
一
昨
睦
眠
葬
靹
病
平
成
五
年
八
月
九
口
受
付

泉
彪
之
助

（3）。QQ
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「
独
逸
日
記
」
の
明
治
二
十
年
十
一
月
十
四
日
の
項
に
、
「
十
四
日
。
グ
ッ
ト
マ
ン
⑦
ロ
冒
己
四
口
目
を
訪
ふ
。
独
逸
医
事
週
報
の
編
集
長
な
り
」

と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
モ
ア
ピ
ッ
ト
病
院
院
長
グ
ッ
ト
マ
ン
は
顧
昌
⑦
巨
言
ゴ
四
目
〕
、
こ
の
時
の
ロ
２
房
。
胃
冨
＆
厨
言
尉
呂
①
雪
Ｏ
ｇ
ｇ
‐

（
６
）

閂
言
屋
の
編
集
者
は
い
⑦
巨
茸
日
四
自
国
で
別
人
で
あ
る
。

鴎
外
森
林
太
郎
は
、
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
年
）
、
陸
軍
省
か
ら
衛
生
制
度
調
査
お
よ
び
軍
隊
衛
生
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ッ
ヘ
留
学
を
命
じ

ら
れ
た
。
同
年
十
月
に
ベ
ル
リ
ン
に
着
き
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
留
学
を
経
て
、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
年
）

（
ソ
】
）
（
７
）
（
（
制
）

四
月
、
ふ
た
た
び
ベ
ル
リ
ン
に
も
ど
り
、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
に
師
事
し
た
。
こ
の
二
度
目
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在
の
初
期
に
、
来
訪
し
た
石

黒
忠
惠
や
川
上
操
六
、
乃
木
希
典
ら
を
世
話
し
た
の
で
あ
る
。

（
９
）
（
川
）

小
堀
桂
一
郎
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
ベ
ル
リ
ン
の
案
内
に
鴎
外
は
二
種
の
案
内
書
を
用
い
、
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
の
項
に
は
多

明
治
二
十
年
八
月
十
七
日
の
項
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
十
七
日
。
石
氏
に
随
ひ
て
モ
ア
ビ
ッ
ト
冨
○
号
詳
な
る
市
病
院
を
観
る
。
院
長
グ
ッ
ト
マ
ン
⑦
匡
陣
目
四
口
ロ
と
話
す
。
口
吻
俗
医
に
類
す
。

マ
マ

説
く
所
学
理
に
合
わ
ざ
る
こ
と
あ
り
。
花
卉
を
病
院
内
に
置
き
て
、
其
衛
生
上
の
利
益
鴻
大
な
る
こ
と
、
特
り
病
者
の
目
を
娯
ま
し
む
る
の

み
な
ら
ず
と
云
ふ
が
若
き
、
即
是
な
り
。
」

こ
の
石
氏
は
、
ベ
ル
リ
ン
来
訪
中
の
陸
軍
省
医
務
局
次
長
石
黒
忠
惠
で
、
石
黒
は
万
国
赤
十
字
国
際
会
議
（
カ
ル
ル
ス
ル
ー
エ
）
お
よ
び
万

国
衛
生
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
会
議
（
ウ
ィ
ー
ン
）
に
出
席
す
る
た
め
五
月
二
十
八
日
横
浜
を
出
帆
し
、
七
月
に
ベ
ル
リ
ン
に
着
い
た
。
こ
の
機
会

に
ド
イ
ツ
の
陸
軍
お
よ
び
医
学
施
設
を
視
察
す
る
こ
と
と
し
、
精
力
的
に
廻
っ
て
い
た
。
石
黒
は
「
そ
れ
か
ら
順
次
に
見
学
に
か
か
る
こ
と

と
し
て
日
々
兵
営
・
病
院
・
衛
生
材
料
廠
・
学
校
・
監
獄
・
兵
器
製
造
所
・
練
兵
・
新
兵
仕
込
・
看
護
卒
教
育
・
選
兵
等
を
実
験
し
」
と
害

戸
隠
〆
、

【
４
器
｝
ご
ｈ
》
）

い
て
い
る
。

（
２
）

一
・
「
独
逸
日
記
」
中
の
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
の
記
栽
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「
以
上
グ
ッ
ト
ス
タ
ッ
ト
年
報
、
独
逸
国
内
外
科
学
会
等
に
於
て
古
弗
療
法
に
関
す
る
意
見
は
未
だ
一
に
帰
せ
ざ
る
所
に
し
て
ツ
ベ
ル
ク
リ

マ
マ
マ
マ

ン
が
愈
々
結
核
病
を
根
治
せ
し
む
る
も
の
な
り
や
否
や
の
問
は
発
見
者
た
る
古
弗
自
己
も
尚
ほ
之
を
検
究
の
間
に
置
に
も
関
せ
ず
或
は
他
の

実
験
者
に
し
て
其
右
に
出
づ
る
確
効
を
定
言
す
る
者
あ
り
或
は
之
に
正
反
対
を
唱
ふ
る
者
を
生
ず
る
に
至
れ
る
が
故
に
此
に
断
言
を
試
る
こ

と
は
余
の
篇
路
す
る
所
な
り
、
是
れ
発
見
以
来
時
期
の
尚
ほ
浅
き
亦
怪
む
に
足
ら
ざ
る
所
な
り
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
清
浄
法
を
し
て
完
全
な

ら
し
め
以
て
有
害
な
る
副
作
用
を
去
り
且
つ
注
射
法
を
改
良
し
経
験
を
積
む
に
至
ら
ば
該
療
法
将
来
の
望
は
期
し
て
待
つ
べ
き
所
な
る
も
未

「
本
年
一
月
九
日
教
授
古
弗
（
コ
ッ
ホ
）
に
従
ひ
結
核
病
予
防
及
治
療
法
伝
習
仕
る
べ
き
旨
電
報
の
命
を
領
し
速
に
伯
林
府
へ
出
張
致
す
ベ
マ
マ

き
筈
の
処
生
憎
古
弗
将
に
俟
及
地
方
の
旅
行
に
上
ら
ん
と
す
る
の
時
に
際
し
且
つ
三
月
下
旬
に
非
ざ
れ
ば
帰
着
せ
ざ
る
趣
に
付
き
当
ミ
ウ
ン

ヘ
ン
府
大
学
内
科
教
授
チ
ム
セ
ン
及
外
科
教
授
ア
ン
ゲ
レ
ル
に
親
炎
致
し
同
病
院
内
外
科
患
者
の
治
療
法
を
実
験
し
傍
ら
右
治
療
法
に
関
す

る
戴
籍
等
取
調
べ
居
り
候
内
二
月
十
七
日
右
に
関
し
総
務
局
長
よ
り
の
公
害
に
接
し
三
月
三
十
日
伯
林
府
に
出
張
古
弗
に
面
会
致
し
同
氏
の

許
可
を
得
四
月
一
日
以
来
モ
ア
ピ
ッ
ト
病
院
に
於
て
同
氏
に
親
炎
し
結
核
病
治
療
法
を
伝
習
せ
り
」

（
Ⅱ
）

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

前
槁
で
の
べ
た
よ
う
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
衛
生
学
教
室
の
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
下
に
留
学
し
て
い
た
坪
井

次
郎
は
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
十
四
年
）
一
月
、
政
府
か
ら
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
の
結
核
治
療
法
講
習
を
受
け
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
た
が
、

当
時
コ
ッ
ホ
は
エ
ジ
プ
ト
旅
行
出
発
直
前
で
あ
っ
た
。
同
年
二
月
再
度
出
張
の
指
令
を
受
け
、
三
月
三
十
日
ベ
ル
リ
ン
を
訪
れ
て
コ
ッ
ホ
に

会
い
、
四
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
で
講
習
を
受
け
た
。
坪
井
次
郎
は
、
五
月
二
十
日
付
け
の
文
部
省
へ
の
報
告
書
の
中
で

く
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
結
果
は
、

二
．
衛
生
学
者
坪
井
次
郎
と
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院

（5）l()］



ベ
ル
リ
ン
は
、
ケ
ル
ン
負
皀
言
）
（
ラ
イ
ン
河
畔
の
都
市
ケ
ル
ン
員
巳
己
と
は
別
）
・
ベ
ル
リ
ン
の
二
つ
の
小
集
落
と
し
て
、
十
三
世
紀
は

じ
め
歴
史
に
あ
ら
わ
れ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
の
よ
う
な
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
か
ら
の
都
市
と
く
ら
べ
る
と
、
そ
の
登
場
は
遅
か
っ
た
が
、
プ
ラ
ン
デ

ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
領
、
同
公
国
の
首
都
と
し
て
次
第
に
発
展
し
た
。

だ
今
日
其
時
期
に
達
せ
ざ
る
を
以
て
確
実
詳
細
な
る
報
告
は
他
日
に
讓
る
所
な
り
」
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
っ
た
。

コ
ッ
ホ
は
、
一
八
九
○
年
八
月
、
ベ
ル
リ
ン
で
行
わ
れ
た
万
国
医
学
会
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
が
結
核
に
治
療
効
果
を
持
つ
と
発
表
し
、
大
き

な
反
響
を
巻
き
お
こ
し
た
。
そ
の
結
果
、
リ
ス
タ
ー
や
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
を
含
む
多
く
の
医
師
と
患
者
が
ベ
ル
リ
ン
に
集
ま
り
、
病
院
に
す

（
胆
）
（
凪
）

ぐ
入
院
で
き
な
い
患
者
が
普
通
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
病
室
の
空
き
を
待
っ
た
た
め
、
社
会
問
題
に
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
に

（
脳
）

集
ま
っ
た
患
者
の
治
療
実
験
は
、
シ
ャ
リ
テ
や
そ
の
他
の
病
院
で
行
わ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
市
当
局
は
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
療
法
の
た
め
に
モ
ア
ピ

（
Ｍ
）

ツ
ト
病
院
の
五
つ
の
病
棟
、
百
五
十
床
を
提
供
し
た
。
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
で
の
治
療
は
一
八
九
一
年
九
月
ま
で
続
け
ら
れ
、
時
に
は
入
院
中

の
結
核
患
者
が
三
百
人
に
達
し
た
と
い
う
。

し
か
し
一
八
九
○
年
か
ら
一
八
九
一
年
初
頭
ご
ろ
に
な
る
と
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
は
診
断
に
は
有
効
だ
が
治
療
効
果
は
乏
し
い
こ
と
が
次
第

に
明
ら
か
に
な
り
、
コ
ッ
ホ
に
た
い
す
る
批
判
が
お
こ
っ
た
。
コ
ッ
ホ
の
エ
ジ
プ
ト
旅
行
は
、
そ
う
し
た
批
判
か
ら
身
を
避
け
る
た
め
で
あ

日
本
に
は
情
報
が
到
達
す
る
の
が
遅
れ
、
坪
井
次
郎
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
治
療
効
果
が
否
定
さ
れ
た
こ
ろ
講
習
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
講
習
の
受
講
者
に
臨
床
家
で
な
い
坪
井
次
郎
が
選
ば
れ
た
こ
と
や
そ
の
他
の
経
緯
に
つ
い
て
、
伊
達
一
男
氏
が
事
情
を
考
察
し
て

（
咽
）

い
る
。
伊
達
氏
に
よ
れ
ば
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
療
法
研
修
の
た
め
、
坪
井
次
郎
の
前
に
北
里
柴
三
郎
が
コ
ッ
ホ
の
下
で
の
留
学
の
延
期
を
認
め

ら
れ
、
ま
た
坪
井
次
郎
の
後
、
さ
ら
に
三
名
が
講
習
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

（
肥
）
Ｉ
（
魂
）

三
・
ベ
ル
リ
ン
の
歴
史
と
シ
ャ
リ
テ

っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
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一
七
○
一
年
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
公
国
と
プ
ロ
イ
セ
ン
公
国
が
統
一
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
が
成
立
し
、
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯

の
宮
城
が
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
首
都
と
な
っ
た
。

（
ｒ
）
（
略
）

一
七
一
○
年
（
一
七
○
九
年
？
）
、
ケ
ル
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ウ
エ
ル
ダ
ー
、
ド
ロ
テ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
シ

ュ
タ
ッ
ト
の
五
つ
の
町
が
合
併
し
て
共
同
の
行
政
組
織
を
作
り
、
ベ
ル
リ
ン
市
を
形
成
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
最
初
の
公
的
医
療
機
関
シ
ャ
リ
テ

（
ｇ
胃
鼠
）
は
、
一
七
一
○
年
に
ペ
ス
ト
患
者
収
容
施
設
弓
の
駕
冨
匡
印
）
と
し
て
開
設
さ
れ
、
一
七
二
七
年
に
恒
久
施
設
と
な
っ
て
シ
ャ
リ
テ

（
虹
）

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
は
シ
ャ
リ
テ
（
慈
善
）
と
い
う
名
前
の
通
り
、
救
貧
院
的
な
性
格
が
主
で
あ
っ
た
が
、
一
八
一
○
年
に
ベ

ル
リ
ン
大
学
が
設
立
さ
れ
る
と
、
シ
ャ
リ
テ
は
そ
の
関
連
病
院
と
な
っ
た
。
十
九
世
紀
前
半
ま
で
、
ベ
ル
リ
ン
市
民
一
般
の
診
療
は
シ
ャ
リ

テ
が
主
に
担
当
し
た
。
一
八
三
五
年
六
月
に
内
閣
が
出
し
た
指
令
で
は
、
シ
ャ
リ
テ
は
ベ
ル
リ
ン
の
貧
し
い
人
た
ち
に
年
間
延
べ
十
万
日
の

（
皿
）

無
料
診
療
日
を
提
供
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
し
か
し
シ
ャ
リ
テ
に
と
っ
て
こ
の
負
担
は
大
き
く
、
ま
た
大
学
付
属
病
院
と
し
て
の
性
格
が
発

展
し
て
く
る
と
、
こ
う
し
た
形
式
の
診
療
は
好
ま
れ
な
く
な
っ
た
。

十
九
世
紀
半
ば
の
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
シ
ャ
リ
テ
の
他
に
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
病
院
、
聖
へ
ド
ウ
イ
ヒ
病
院
、
ベ
タ
ニ
エ
ン
病
院
、
ア
ウ
グ
ス
タ

（
虹
）

病
院
な
ど
、
私
立
、
教
会
立
、
ユ
ダ
ヤ
人
団
体
立
等
の
い
く
つ
か
の
医
療
機
関
が
設
立
さ
れ
た
。
ベ
ル
リ
ン
市
は
市
民
の
診
療
を
こ
れ
ら
の

病
院
に
ゆ
だ
ね
て
自
己
の
医
療
施
設
を
も
た
ず
、
た
だ
伝
染
病
患
者
が
発
生
し
た
時
に
患
者
を
収
容
す
る
責
任
を
持
つ
に
と
ど
ま
っ
た
。
シ

ャ
リ
テ
が
ペ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
出
発
し
た
よ
う
に
、
ま
た
コ
ッ
ホ
や
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
の
業
績
が
示
す
よ
う
に
、
当
時
の
都
市
は
し

ば
し
ば
伝
染
病
が
発
生
し
、
多
数
の
患
者
を
生
じ
て
行
政
上
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
市
は
、
パ
リ
ザ
ー
デ
ン
シ
ュ
ト

ラ
ー
セ
（
野
房
且
の
ご
牌
こ
と
ギ
ッ
チ
ナ
ー
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
（
⑦
扁
呂
冒
閏
聾
己
に
伝
染
病
患
者
用
の
小
さ
な
施
設
を
持
っ
て
い
た
が
、
他
に

（
Ｍ
）

は
常
設
の
施
設
が
な
く
、
伝
染
病
患
者
が
発
生
す
る
と
建
物
を
借
り
上
げ
て
患
者
を
収
容
す
る
と
い
う
方
式
を
取
っ
て
い
た
。

一
方
で
は
ベ
ル
リ
ン
市
の
人
口
は
急
激
に
増
加
し
劣
悪
な
居
住
環
境
を
生
じ
た
の
で
、
一
般
の
患
者
は
ま
す
ま
す
ふ
え
、
市
自
身
が
診
療

機
関
を
持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
一
八
六
七
年
に
建
築
計
画
が
開
始
さ
れ
、
一
八
七
四
年
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
ハ
イ
ン
Ｓ
１
＆
‐
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ベ
ル
リ
ン
市
は
四
か
所
の
仮
設
病
舎
を
設
置
し
て
患
者
を
収
容
し
た
が
、
そ
の
一
つ
が
、
普
佛
戦
争
戦
傷
者
の
た
め
テ
ン
ペ
ル
ホ
ー
フ
に

増
設
さ
れ
て
い
た
戦
時
病
院
を
転
用
し
た
も
の
で
、
こ
こ
で
二
千
人
あ
ま
り
の
患
者
が
治
療
さ
れ
た
。
し
か
し
軍
当
局
が
演
習
地
と
し
て
使

用
す
る
た
め
土
地
の
明
け
渡
し
を
求
め
た
の
で
、
モ
ア
ビ
ッ
ト
（
三
目
宮
己
地
区
（
ベ
ル
リ
ン
市
西
部
、
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
の
北
）
ト
ゥ
ル
ム

シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
（
弓
（
ご
昌
ョ
留
日
の
の
の
）
に
あ
っ
た
市
有
地
で
、
農
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
仮
設
病
舎
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
八
七
二
年
の
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
建
築
が
行
わ
れ
、
十
六
棟
の
仮
設
病
棟
と
付
属
施
設
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
が
モ
ア
ビ
ッ
ト
病

（
塊
）

院
の
始
ま
り
で
、
同
院
『
百
年
史
』
は
、
こ
の
一
八
七
二
年
を
病
院
創
設
の
年
と
し
て
い
る
。

こ
の
テ
ン
ペ
ル
ホ
ー
フ
に
建
て
ら
れ
て
い
た
陸
軍
病
院
（
『
独
逸
日
記
』
で
は
「
第
二
衛
戌
病
院
」
。
正
式
名
：
目
の
国
言
①
胃
○
ｍ
昌
厨
○
口
‐
厨

（
９
）

箇
『
①
己
も
、
石
黒
ら
が
視
察
し
た
施
設
の
一
つ
で
あ
る
。
石
黒
ら
は
、
視
察
の
最
初
に
こ
こ
を
訪
れ
て
い
る
。

題
と
な
っ
た
。

（
Ｈ
）
（
皿
）
（
”
）

胃
言
冨
冒
）
（
ベ
ル
リ
ン
市
東
部
）
に
ベ
ッ
ド
数
六
百
の
市
立
病
院
が
開
設
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
前
年
、
一
八
七
三
年
に
ベ
ル
リ
ン
を
訪
れ

（
羽
）

た
岩
倉
使
節
団
は
、
わ
ず
か
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
ベ
ル
リ
ン
の
人
口
が
四
二
万
か
ら
八
二
万
に
倍
増
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
一
八
七

一
、
二
年
ご
ろ
、
ベ
ル
リ
ン
市
の
人
口
は
毎
年
四
万
か
ら
五
万
増
加
し
た
。

こ
の
人
口
の
増
加
は
、
ド
イ
ツ
産
業
革
命
が
一
八
五
○
年
代
に
最
盛
期
を
迎
え
た
こ
と
、
一
八
七
一
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
が
中
心
と
な

っ
て
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
、
ベ
ル
リ
ン
が
王
国
首
都
か
ら
帝
国
首
都
と
な
っ
た
こ
と
、
普
佛
戦
争
賠
償
金
の
取
得
に
よ
る
経
済
発
展
を
基

礎
と
し
て
、
一
八
七
一
～
一
八
七
三
年
、
バ
ブ
ル
経
済
に
似
た
会
社
設
立
ブ
ー
ム
が
お
こ
っ
た
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
。

（
Ｍ
）
（
幻
）
（
蛇
）

四
．
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
の
開
院

こ
れ
よ
り
先
、
一
八
七
○
年
に
普
仏
戦
争
が
始
ま
り
、
そ
の
捕
虜
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
わ
れ
る
天
然
痘
の
爆
発
的
な
流
行
が
ベ

ル
リ
ン
で
お
こ
っ
た
。
一
八
七
一
年
に
入
っ
て
患
者
の
数
が
ふ
え
、
流
行
が
衰
え
る
様
子
を
見
せ
な
か
っ
た
の
で
、
施
設
の
増
設
が
緊
急
課
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病
棟
が
開
設
さ
れ
た
。

仮
設
病
院
時
代
の
責
任
者
が
ハ
イ
ム
（
両
目
淫
。
Ｅ
己
弓
狩
函
①
目
）
、
市
立
病
院
と
な
っ
て
最
初
の
院
長
が
ク
ル
シ
ュ
マ
ン
白
の
言
１
９

（
弱
）
（
犯
）
（
郡
）
Ｉ
（
鍋
）

【
二
厨
の
言
国
。
三
（
ク
ル
シ
ュ
マ
ン
螺
旋
の
記
載
者
）
、
二
代
が
『
独
逸
日
記
」
に
出
て
く
る
グ
ッ
ト
マ
ン
宅
四
巳
⑦
ニ
ヰ
ョ
四
目
）
二
八
三
四
’
一
八

九
三
）
（
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
在
職
・
一
八
七
九
’
一
八
九
三
）
で
あ
る
。
グ
ッ
ト
マ
ン
は
シ
レ
ジ
ア
で
生
ま
れ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ビ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
、

ウ
ィ
ー
ン
で
医
学
教
育
を
受
け
、
病
院
勤
務
中
は
ベ
ル
リ
ン
で
開
業
す
る
と
共
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
私
講
師
を
つ
と
め
て
い
た
。
モ
ァ
ビ
ッ

ト
病
院
で
は
内
科
主
任
を
兼
ね
、
数
冊
の
著
書
と
多
く
の
論
文
が
あ
り
、
旨
昌
目
一
言
‐
冒
堅
目
の
ｇ
の
シ
冒
扇
の
発
行
人
で
も
あ
っ
た
。
鵬

仮
設
病
院
（
団
四
国
房
の
目

（
訓
）

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

元
来
ベ
ル
リ
ン
は
、
》

た
。
平
井
正
氏
は
、
「
べ

が
帝
国
の
首
都
と
な
り
、

都
市
が
出
現
し
た
」
と
！

前
述
の
よ
う
に
一
八
七
四
年
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
ハ
イ
ン
に
市
立
病
院
が
開
か
れ
た
が
、
西
部
に
も
病
院
が
必
要
と
さ
れ
、
一
八
七
五
年

夏
、
モ
ア
ビ
ッ
ト
の
仮
設
病
舎
が
正
式
に
市
立
病
院
と
な
っ
た
。

文
献
一
一
三
８
同
旨
冒
団
①
ユ
ヨ
》
↓
は
こ
の
間
の
事
情
を
要
約
し
て
、
「
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
は
一
八
七
二
年
に
テ
ン
ペ
ル
ホ
ー
フ
の
野
に
あ
っ
た

仮
設
病
院
（
団
四
国
房
の
己
闇
閏
の
こ
の
代
替
病
院
（
皆
一
ｍ
言
の
旨
房
国
三
門
ｇ
ｇ
こ
の
）
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
ま
も
な
く
正
規
の
市
立
病
院
と
な

ま
た
岩
倉
使
節
団
は
、
モ
ア
ビ
ッ
ト
に
あ
っ
た
製
鉄
所
を
視
察
し
て
い
る
が
、
「
『
モ
ア
ビ
ー
ト
」
は
府
の
西
北
な
る
村
に
て
、
「
ス
プ
レ
ー
』

（
お
）

（
注
・
シ
ュ
プ
レ
ー
）
河
の
下
流
「
チ
ェ
ル
」
園
（
注
・
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
）
の
北
を
流
れ
る
北
岸
に
あ
り
」
と
書
い
て
い
る
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
病
舎
の
建
築
の
完
成
と
共
に
天
然
痘
の
流
行
は
急
激
に
下
火
に
な
り
、
伝
染
病
棟
は
不
要
に
な
っ
た
。
一
方
、
ベ
ル
リ

ン
市
の
人
口
は
ふ
え
続
け
て
医
療
需
要
が
増
加
し
、
と
く
に
小
児
患
者
が
ふ
え
た
の
で
、
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
で
は
一
八
七
二
年
五
月
に
小
児

、
そ
の
東
部
か
ら
都
市
が
形
成
さ
れ
た
が
、
西
部
へ
向
か
っ
て
発
展
し
、
こ
の
こ
ろ
西
部
地
域
の
急
激
な
都
市
化
を
見

「
ベ
ル
リ
ン
の
西
区
は
一
八
八
○
年
頃
ま
で
は
、
ま
だ
狐
の
出
没
す
る
森
や
丘
陵
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ベ
ル
リ
ン

ゞ
り
、
世
界
都
市
に
発
展
し
た
た
め
に
、
わ
ず
か
二
、
三
十
年
の
間
に
、
西
部
劇
の
町
の
よ
う
に
忽
然
と
し
て
近
代
的
大

（
劃
）

と
－
）
て
い
る
。
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モ
ア
ピ
ッ
ト
病
院
は
、
最
初
内
科
、
小
児
科
の
患
者
だ
け
を
収
容
し
て
い
た
が
、
手
術
室
が
建
築
さ
れ
て
外
科
部
門
も
開
設
さ
れ
、
土
地

も
広
げ
ら
れ
て
仮
建
築
が
本
建
築
に
改
築
さ
れ
る
な
ど
、
次
第
に
発
展
し
た
。

一
九
二
○
年
、
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
の
内
科
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
（
ベ
ル
リ
ン
大
学
）
の
第
四
内
科
診
療
科
に
、
外
科

（
Ｍ
）

は
第
三
外
科
診
療
科
に
指
定
さ
れ
、
医
学
教
育
の
一
翼
を
に
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
最
初
と
し
て
、
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
は
大
学
関
連

（
劃
）

病
院
と
し
て
種
々
の
発
展
を
遂
げ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
心
身
医
学
発
達
の
舞
台
の
一
つ
と
な
っ
た
の
も
、
同
院
で
あ
る
。

同
年
、
ベ
ル
リ
ン
は
周
辺
市
町
を
合
併
し
て
大
ベ
ル
リ
ン
市
が
成
立
し
た
。
こ
の
後
ベ
ル
リ
ン
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
困
難
を
克
服
し
て

い
わ
ゆ
る
「
黄
金
の
二
○
年
代
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
モ
ア
ピ
ッ
ト
病
院
も
そ
の
栄
光
と
共
に
種
々
の
問
題
に
遭
遇
す
る
。

同
院
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
は
、
一
九
三
三
年
に
始
ま
っ
た
ナ
チ
ス
（
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
）
の
支
配
と
、
第
二
次
大
戦
の
戦
火

外
は
グ
ッ
ト
マ
ン
を
「
俗
医
に
類
す
」
と
あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
い
が
、
ク
ラ
ー
ス
教
授
か
ら
恵
与
さ
れ
た
文
献
に
よ
る
と
、
音
楽
が
堪
能

で
、
医
学
を
や
め
て
音
楽
家
に
な
ろ
う
と
し
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
で
あ
っ
た
ビ
ュ
ロ
ー
（
国
“
易

（
”
）

く
○
二
胃
一
○
言
）
か
ら
忠
告
さ
れ
て
あ
き
ら
め
た
と
い
う
。
グ
ッ
ト
マ
ン
は
、
一
八
九
三
年
、
ま
だ
モ
ア
ピ
ッ
ト
病
院
在
職
中
に
死
去
し
た
。

鴎
外
ら
が
訪
れ
た
時
の
病
院
の
名
称
と
住
所
は
、
聾
登
爵
９
冊
堀
国
鳥
①
ご
冨
吊
三
○
号
言
ｚ
，
ミ
．
ゞ
弓
言
吋
目
印
可
・
陰
で
、
病
床
数
八
五

（
川
）
（
Ｍ
）

○
で
あ
っ
た
。
こ
の
名
前
は
、
一
八
八
二
年
か
ら
病
院
の
正
式
名
称
に
な
っ
て
い
る
。
住
所
の
街
路
名
と
番
号
は
、
現
在
も
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
後
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
一
八
九
○
年
に
ウ
ル
バ
ン
ａ
『
冨
邑
）
に
第
三
番
目
の
市
立
病
院
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
市
立
病
院
の
設
立

（
剛
）
（
型
）
（
鋤
）

に
尽
力
し
た
の
が
、
ベ
ル
リ
ン
市
議
会
議
員
で
あ
っ
た
ル
ド
ル
フ
・
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
で
あ
る
。

（
Ｍ
）
（
虹
）
（
魂
）

五
・
そ
の
後
の
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院

で
あ
っ
た

モ
ア
ピ
ッ
ト
病
院
は
医
師
の
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
ユ
ダ
ヤ
系
で
、
職
員
の
一
部
が
社
会
民
主
党
員
あ
る
い
は
共
産
党
員
で
あ
っ
た
た
め
、
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一
九
三
五
年
、
同
院
は
伝
統
あ
る
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
の
名
を
、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
病
院
に
改
名
し
た
。

後
に
院
内
に
ナ
チ
ス
に
抵
抗
す
る
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
内
科
医
長
グ
ロ
ー
ス
ク
ル
ト
（
ｃ
の
○
侭
ｇ
ｏ
の
、
昌
吾
）
は
、
反
ナ
チ
の
理
由
で
一

（
Ｍ
）
（
別
）
（
池
）

九
四
三
年
九
月
に
逮
捕
さ
れ
処
刑
さ
れ
て
い
る
。

（
剛
）

モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
は
一
九
四
○
年
、
最
初
の
ベ
ル
リ
ン
空
襄
に
よ
っ
て
患
者
、
職
員
に
犠
牲
者
を
出
し
、
建
物
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
た
。

（
Ｍ
）

そ
の
後
も
空
襲
に
よ
る
大
き
な
損
害
を
受
け
、
大
戦
末
期
に
は
危
険
を
避
け
て
病
院
が
郊
外
に
疎
開
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

第
二
次
大
戦
終
結
後
、
一
九
四
七
年
、
病
院
は
ふ
た
た
び
聾
匿
房
呂
①
の
〆
目
鼻
①
邑
冨
宮
の
旨
○
四
画
庁
の
名
前
に
も
ど
っ
た
。
し
か
し
そ
れ

に
続
く
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
、
東
西
ド
イ
ツ
の
分
裂
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
な
ど
に
よ
っ
て
同
院
の
苦
悩
は
続
い
た
。
前
に
の
べ
た
よ
う
に
、
同
院
は

一
九
二
○
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
大
学
医
学
部
の
教
育
に
参
加
し
て
き
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
大
学
機
構
は
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
の
こ
ろ
東
西
に
分
裂
し
、

東
西
ベ
ル
リ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
を
持
っ
た
。
西
ベ
ル
リ
ン
に
あ
る
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
は
、
束
の
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
（
ベ
ル
リ
ン
大
学
）
と

の
関
係
が
切
れ
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
と
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
医
学
部
創
設
期
の
産
婦
人
科
の
教
育
は
、
モ
ア

（
劃
）

ビ
ッ
ト
病
院
で
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
患
者
用
案
内
書
以
外
、
『
百
年
史
』
以
後
の
文
献
が
な
く
、
最
近
の
状
況
、
と
く
に
ド
イ
ツ
統
一
以
後

の
状
況
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
の
病
院
の
正
式
名
称
は
尻
目
員
ｇ
冨
巨
の
三
○
四
豆
芹
で
、
経
営
主
体
は
⑦
の
い
の
房
呂
呉
二
〕
言
鴨
島
ｇ
①
ロ

（
抑
）

詞
①
号
尉
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
３
）
。
病
院
の
住
所
は
今
も
ト
ゥ
ル
ム
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
だ
が
、
実
際
の
正
面
は
ビ
ル
ケ
ン
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
・
ペ

ル
レ
ベ
ル
ゲ
ル
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
（
国
鳥
の
目
の
耳
．
局
２
８
の
品
の
『
、
言
）
側
に
あ
る
。
著
者
が
撮
影
し
た
古
い
建
物
は
旧
看
護
婦
宿
舎
で
、
現
在
は

（
机
）
（
塊
）

管
理
棟
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
（
写
真
４
）
。
一
九
七
二
年
の
病
床
数
は
、
一
千
百
十
七
床
で
あ
っ
た
。

（
訓
）

事
務
職
員
、
現
業
職
員
に
ま
で
及
ん
だ
。

一
九
三
五
年
、
同
院
は
伝
統
あ
る
モ
ー

早
く
か
ら
「
赤
で
ユ
ダ
ヤ
」
と
し
て
目
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ナ
チ
ス
が
政
権
を
取
っ
た
後
の
一
九
三
三
年
四
月
一
日
、
ナ
チ
ス
の
突
撃
隊

が
同
院
を
襲
い
、
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
が
、
研
究
室
、
診
察
室
、
病
棟
、
執
刀
中
の
手
術
室
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
私
物
を
ま
と
め
る
暇
も
患
者
の

引
き
継
ぎ
を
す
る
時
間
さ
え
与
え
ら
れ
ず
に
、
病
院
を
追
放
さ
れ
た
。
こ
の
ユ
ダ
ヤ
人
追
放
は
医
師
に
と
ど
ま
ら
ず
、
検
査
技
師
、
看
護
婦
、
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写真lモアビット病院百年史の表紙

表紙の写真は、トゥルムシュトラーセ

にあったモアビット病院旧本館の正面入

りnで、この箇所は戦災を免れたが、戦

後、衛生局の建物を新築するため撤去さ

れた。

写真3現在のトゥルムシュトラーセ側

のモアビット病院入り口（著者撮影）

鍵灘繋;総織議鵜議議鍵
G“Ull母chaftcTz

K菌nkGnhau5MOabil1〕imkmickrjI,kcn伽u髄

Kmnkenh皿山睡1ri目bvo【】B“lin.'踊唖脚？【“[a工aJ“_PauI-C“1,;1㎡I-SIi｢1CmbfI

写真2モアビット病院患者用案内書の

表紙

写真4戦災を免れ、現在も残って

いるモアビット病院の建物の一つ。

元は看護婦宿舎で､現在は管理棟(著

者撮影）

／1八､
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『
日
独
医
学
交
流
の

者
の
一
人
で
あ
る
。

こ
の
調
査
に
ご
援
助
い
た
だ
い
た
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
第
一
外
科
医
長
同
昌
輿
尿
国
閉
教
授
、
同
院
事
務
局
【
三
国
号
氏
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大

学
医
史
学
研
究
所
弓
○
高
煙
眉
詞
（
）
９
円
医
師
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
深
謝
す
る
。

な
お
両
目
降
尻
国
器
教
授
は
、
日
独
医
学
交
流
史
の
研
究
者
で
あ
り
、
数
年
前
に
行
わ
れ
た
川
独
共
同
の
出
版
事
業
の
ド
イ
ツ
側
代
表
で
、

『
日
独
医
学
交
流
の
三
百
年
』
《
↑
望
三
首
言
①
号
匡
厨
呂
‐
冨
冨
三
ｍ
ｇ
①
画
①
且
①
盲
目
鴨
二
言
号
周
冨
の
９
Ｎ
旨
》
・
》
ｇ
『
ヨ
帰
円
ご
①
１
侭
〕
届
縄
、
の
筆

こ
の
論
文
の
執
筆
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
医
史
学
研
究
所
詞
○
罵
言
冒
呂
教
授
の
著
書
・
《
旨
＆
胃
冒
旨
団
曾
，
言
ゞ
》
に
負
う
と
こ
ろ
が
多

い
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

へ
６
）

〆
函

へ
７
－

〆
ゞ

へ
８
－

〆
ゞ
、
〆

（
９
）

へへ〆一、〆ヘヘ

54321文
…ー、一〆、一…

謝
辞

（
こ
の
論
文
の
要
旨
は
、
平
成
六
年
五
月
、
第
九
十
五
回
日
本
医
史
学
会
で
発
表
し
た
）

献泉
彪
之
助
「
衛
生
学
者
坪
井
次
郎
の
経
歴
と
業
績
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
八
巻
三
号
、
一
八
九
二
（
平
成
四
年
）
九
月

森
鴎
外
「
独
逸
日
記
」
『
鴎
外
全
集
』
第
三
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）

小
堀
桂
一
郎
『
若
き
日
の
森
鴎
外
」
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
年
）

石
黒
忠
惠
『
懐
旧
九
十
年
」
二
五
三
～
二
五
五
頁
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）

坂
本
秀
次
「
石
黒
忠
惠
と
鴎
外
」
、
「
石
黒
忠
悪
か
ら
見
た
帰
国
前
後
の
森
林
太
郎
」
、
長
谷
川
泉
編
「
森
鴎
外
の
断
贈
撮
影
像
』
（
『
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
』
四
九
巻
二
号
）
、
一
四
九
～
一
五
五
頁
お
よ
び
三
一
二
～
三
二
二
頁
、
至
文
堂
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）

巻
頭
編
集
者
名
・
・
ロ
２
厨
目
の
巨
巴
尉
冒
瞬
号
①
弓
○
目
①
国
⑳
の
胃
爵
ｚ
ｏ
ぐ
．
昌
屍
電

「
現
代
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
第
一
巻
森
鴎
外
」
一
三
六
～
一
三
八
頁
、
学
研
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
年
）

司
匡
三
三
尉
菖
（
）
邸
シ
冒
尚
両
甸
伊
己
の
、
号
】
・
芦
三
鴨
○
鴇
冨
ｐ
ｐ
２
尉
呂
言
己
》
男
号
昌
己
○
ぐ
閏
一
侭
》
弓
○
蚕
Ｐ
こ
ぎ

司
弓
門
閏
昌
巨
’
９
号
曾
己
巴
門
目
閂
胃
屏
１
言
甸
尉
号
国
師
日
＆
胃
言
門
扁
国
月
ご
国
且
盲
信
廓
二
言
畠
霞
．
鴎
外
文
庫
東
京
大
学
総
合
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（
Ｍ
）

（
皿
）
舅
ざ
］
何
回
己
胸
⑦
囚
勗
ｏ
胃
）
吋
但
ｎ
両
〔
舌
①
騨
肉
○
ｇ
〕
〕
切
国
弓
月
一
ぐ
曾
置
頤
Ｐ
①
旨
国
侭
》
弓
雪

（
喝
）
ト
ー
マ
ス
・
ロ
・
ブ
ロ
ッ
ク
著
、
長
木
大
三
／
添
川
正
夫
訳
言
ｌ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
」
、
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
・
フ
ェ
ア
ラ
ー
ク
東
京
、
一
九

（
蛆
）
団
①
ユ
旨
匡
国
ｑ
附
言
①
の
①
茸
①
。
⑳
乏
冒
は
侭
丙
の
芹
①
ご
ａ
①
ご
弓
四
百
座
旨
●
〕
田
口
四
目
〆
胃
く
‐
冒
扇
目
禺
さ
ロ
巴
①
ロ
展
○
口
喝
①
服
雷
員
国
）
西
耐
ロ
の
戸
昌
。

ロ
①
ョ
○
個
§
三
①
く
（
）
目
９
扇
冒
冒
寓
陥
鴨
言
匙
ロ
ろ
こ
鴎
外
文
庫
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵

（
皿
）
坪
井
次
郎
「
古
弗
結
核
予
防
及
治
療
法
伝
習
報
告
書
（
文
部
省
あ
て
）
」
、
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
」
九
九
号
、
六
三
○
’
六
四
六
頁
、
一

⑦
○
閏
房
①
》
西
四
己
醐
９
百
言
①
陣
登
鳥
目
①
⑩
〆
昌
一
詩
①
国
冨
扁
巨
○
号
茸
．
国
曾
冒
四
，
言
＆
冒
冒
屋
白
雪
‐
目
蝉
ら
ｓ
・
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ

ホ
研
究
所
蔵
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
両
目
牌
悶
国
開
教
授
の
好
意
に
よ
る

伊
達
一
男
『
医
師
と
し
て
の
森
鴎
外
」
、
三
二
八
～
三
四
六
頁
、
績
文
堂
出
版
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
年
）

加
藤
雅
彦
『
中
欧
の
崩
壊
、
ウ
ィ
ー
ン
と
ベ
ル
リ
ン
」
、
中
公
新
書
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）

杉
本
俊
多
「
ベ
ル
リ
ン
」
、
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
三
（
平
成
五
年
）

三
宅
悟
『
私
の
ベ
ル
リ
ン
巡
り
』
、
中
公
新
書
、
一
九
九
三
（
平
成
五
年
）

木
谷
勤
／
望
田
幸
男
編
著
『
ド
イ
ツ
近
代
史
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
二
（
平
成
四
年
）

林
健
太
郎
編
「
ド
イ
ツ
史
（
増
補
改
訂
版
こ
、
山
川
出
版
、
一
九
九
二
（
平
成
四
年
）

罰
○
房
弓
冒
四
号
三
ａ
冒
冒
旨
国
の
１
旨
．
弓
巴
蔚
局
号
の
昌
旨
閂
》
園
閏
冒
・
Ｚ
の
乏
曙
ｇ
詩
》
ご
雪

畠
目
‐
岳
固
聾
登
房
号
①
の
〆
国
鳥
①
己
冨
ロ
の
三
○
号
詳
国
①
函
三
＄
四
日
庁
園
①
侭
冑
蔚
口
く
目
呼
ユ
ヨ
》
届
忌
．
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
の
好
意
に
よ
る

久
米
邦
武
編
、
田
中
彰
校
注
「
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
三
」
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）

平
井
正
『
ベ
ル
リ
ン
、
一
九
一
八
’
一
九
二
二
、
悲
劇
と
幻
影
の
時
代
』
六
七
頁
、
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）

「
ク
ル
シ
ュ
マ
ン
」
『
岩
波
西
洋
人
名
辞
典
増
補
版
』
四
六
三
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
年
）

⑦
巨
目
四
口
目
〕
顧
昌
冒
毒
旨
の
○
愚
昌
①
圃
一
、
６
①
具
の
ｇ
９
国
○
四
ｍ
目
尉
呂
の
『
冒
号
×
い
⑦
‐
宍
ゞ
忌
帝
．
〆
・
の
．
留
昌
ゞ
三
目
ｇ
の
ご
他
届
誤

九
一
（
平
成
三
年
）

図
書
館
蔵

八
九
一
（
明
治
二
十
四
年
）
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（
羽
）
吉
田
冨
三
「
ぐ
笥
呂
（
）
弓

五
七
（
昭
和
三
十
二
年
）

（
鋤
）
ａ
①
勺
胃
尉
具
の
ｐ
ご
計
○
ｎ
頁

（
釦
）
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
・
私
信

（
羽
）
グ
ッ
ト
マ
ン
著
書

１
今
）
Ｆ
①
ゴ
Ｈ
ず
こ
の
ぎ
Ｑ
①
叶

い
○
の
戸
○
で
一
①
角
函
『
い
）

（
ど
⑦
目
ゴ
四
二
口
も
四
匡
亘
苫
思
い
①
］
“
と
］
ぬ
①
目
ｇ
〕
①
屏
昌
の
目
の
国
○
ぬ
国
［
言
①
皀
肖
三
国
”
乞
宣
）
、
ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
（
西
部
）
蔵
、
モ
ア
ビ
ッ

ト
病
院
両
目
里
屍
国
幽
①
教
授
の
好
意
に
よ
る

２
）
ロ
日
①
帛
〕
四
号
○
］
○
四
①
ユ
①
⑩
の
》
、
ヨ
ロ
画
昏
〕
ロ
］
の
山
口
烏
ロ
ゴ
尽
め
一
○
］
○
ぬ
一
印
。
｝
〕
①
（
坪
Ｅ
己
］
四
ｍ
①
ず
①
閏
，
一
馬
芹
①
計
（
扁
認
）

⑦
①
囲
冒
弓
①
局
の
月
冒
一
の
号
の
号
匡
扇
島
‐
の
【
）
国
（
〕
一
‐
局
①
。
牌
ご
号
冒
目
⑩
ご
弓
‐
ら
こ
よ
り
引
用
。
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
国
．
ｐ
鴛
国
国
四
の
教
授
の

教
示
に
よ
る

国
立
国
会
図
書
館
蔵

Ｆ
堅
〕
ユ
〆
一
旦
〕
〔
庁
尽
’
一
色
目
己
の
、
彦
四
］

弔
〕
画
武
⑦
ご
計
の
ロ
一
目
ｄ
ｏ
一
風
常
少

「
ぐ
耳
ｏ
胃
）
乏
小
記
」
、

封
仏
匡
信

尿
国
晨
ｇ
冨
匡
の
三
○
里
葺
》
乞
麗
．
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
の
好
意
に
よ
る

亡
三
国
’
の
巨
昌
〕
冒
侭
印
日
①
吾
〔
己
の
邑
昏
『
ａ
①
罰
叶
口
牌
‐
昌
己
ご
昌
四
’
一
①
号
の
Ｃ
Ｈ
ｍ
四
コ
の
己
‐
昌
固
国
ｍ
の
三
匡
ゆ
め
Ｑ
Ｑ
‐
Ｆ
四
同
旨
〕

ル
ド
ル
フ
・
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
著
、
吉
田
富
三
訳
『
細
胞
病
理
学
』
四
九
一
～
五
○
三
頁
、
南
山
堂
、
一
九

（
福
井
県
立
大
学
看
護
短
期
大
学
部
）

411 (15）



１
１
斗

辱
戸
『

MoabitHospitalinOgaiMori's<DiaryinGermany''anditsHistory

bvHvonosukelZUMI

OnAugustl7th,1887,Dr.OgaiMoriandDr・TadanorilshigurovisitedMoabitHospital(CityHospital

ofBerlinatMoabit),wherelaterinApril,1891,Dr.JiroTuboilearnedtuberculintherapyfortuberculosis

fromDr.RobertKoch.Thehistoryofthishospitalisreviewed.

Inasevereepidemicofsmallpoxinl870tol871,theCityofBerlinprovidedfourtemporary

institutionstoadmitthepatients,butoneofthem,borrowedfromafieldhospitalinTempelhof,hadto

beremovedbecauseofaclaimfrolnthemilitarybureau.Asasubstitute,barracksandaccesorieswere

builtintheMoabitdistrictinl872.

Inthelaterhalfofthel9thcentury,medicaldemandinBerlinwasmarkedlyincreasedbyrapid

expansionofpopulation.Tomeetthisdemand,followingtheinstitutionopenedinF'・iedlichshaininl874,

thebarracksinMoabitbecameacityhospitalforBerlincitizensinl875.

From1920,thehospitalwasaffiliatedwiththeUniversityofBerlin・Havingovercomedifficulties

undertheNational-Socialisticrule,WorldWarll,andtheplightininternationalpoliticsafterthewar,

thehospitalservesnow,asmuchasinthepast,thecitizensofBerlin.

（
や
［
）


